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１．はじめに 
 南極氷床の底面に形成される湖である氷底湖は、溢流氷河のよ

うな速い流動の起点となったり 1)、突発的な排水によって氷河の

流動を加速させる 2)など、氷床変動に重要な役割を果たす。しか

しながら、氷床底面の観測は困難で、氷底湖の成因や変動要因は

明らかでない。筆者らは、東南極リュツォ・ホルム湾に溢流する

テーレン氷河（図 1）において、氷底湖の排水が原因とみられる

表面標高の急激な低下を発見した。本発表では、当該地域で人工

衛星データを用いて実施した表面標高と流動速度測定の結果を

報告し、氷底湖の存在可能性と、氷底湖が氷河変動に与える影響

を考察する。 
 
２．データと手法 
テーレン氷河は、東南極リュツォ・ホルム湾に流入する幅 3 km

の溢流氷河である。テーレン氷河周辺において、数値標高モデル

（REMA）とレーザー高度計（ICESat-2）のデータを使用し、2015–
2022 年の表面標高変化を測定した。また、NASA MEaSUREs が
配布する ITS_LIVE を用いて同期間の年平均の流動速度を取得

した。 
 

３．結果と考察 
2015 年と 2022 年の氷床表面高度を比較したところ、テーレン

氷河の接地線から 6 km 上流で局所的な標高低下が観測された

（図 1）。本地域では短辺 1.5 km、長辺 3 kmの面積 7 km2に渡っ

て，最大 6 m の表面低下が観測された。この結果は氷底湖の排

水時にみられる標高変化と酷似しており 3)、本地点に氷底湖が存

在することを示唆する。急激な標高低下のうち 70%は 2015–2018
年に生じており（図 2）、本期間に氷底湖の突発排水が生じたこ

とが示唆された。 

テーレン氷河の流動速度は、氷底湖から接地線に至るまでに

150 m a−1から 550 m a−1に増加することが明らかとなった。氷底

湖の直上では、通常氷と基盤で生じる摩擦が無くなるため、底面

滑り速度が大きいと指摘されている 1)。本結果は、氷底湖がテー

レン氷河の流動に大きく影響している可能性を示すものである。 
 

４．まとめと今後の展望 
本研究により、テーレン氷河の氷底湖の存在と、その近年の変

動が強く示唆された。氷底湖の突発排水が観測されたことから、

湖が定常状態になく、活発な底面水流による給水と排水がある

可能性が示唆された。 
第 65 次南極地域観測隊の活動の一環として、表面低下を測定

した地点において地震波や氷レーダーを用いた氷床底探査を実

施する予定である。発表では、人工衛星データ解析の結果と、現

地観測プランを詳述する。 
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図 2. REMA と ICESat-2 より図１中 AA’において取得した 
 (a) 表面標高と (b) その偏差。 図 1. 東南極テーレン氷河における 2015–2022 年の標高変化。 


